
取手市学校給食用物資納入業者登録に関する要綱

-1-

○取手市学校給食用物資納入業者登録に関する要綱

平成２８年１月２７日

教委告示第１号

改正 令和４年３月２９日教委告示第３号

令和４年８月２２日教委告示第１４号

（趣旨）

第１条 この要綱は，本市の学校給食において使用する食材料の適正な納入に資するため，

取手市立学校給食センター及び自校において調理を行う市立の小学校及び中学校に食材料

を納入する給食用物資納入業者（以下「納入業者」という。）の登録に関し，必要な事項を

定めるものとする。

（登録の基準）

第２条 納入業者の登録の基準は，次に定めるところによる。

(1)衛生状況

ア従業員の健康管理が充分に行われていること。

イ食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号。以下「法」という。）に基づき，衛生管理上

必要な製造場所，保管場所，輸送車両等の設備を適切に維持管理し，食の安全と衛生

管理が徹底されていること。

ウ法第５５条の規定による許可（以下「法による許可」という。）を受けている者又は法

第５７条の規定による届出（以下「法による届出」という。）をする者のうち，第３条

第４項第２号の規定による書類の提出を求められているものにあっては，次に掲げる

事項をいずれも満たしていること。

(ア)保健所の食品衛生監視票の監視評点が良好であること。

(イ)赤痢，サルモネラ菌及びO―１５７の検便検査を年間３回以上実施すること。

エ製造加工業者にあっては，材料倉庫，製品置場，冷蔵設備その他衛生上必要な設備が

備えられていること。

(2)対応能力

ア物資の納入に関し，衛生的で温度管理等の適正な輸送設備を有し，指示どおりの期日，

時刻及び場所に所要の数量を確実に納入することができること。

イ特別な理由により物資返品の必要が生じた場合は，これに応じられること。

ウ特別な理由により物資の種類，数量，期日及び時間に変更が生じた場合は，その変更

に応じられること。
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エ納入物資に不良品がある場合は，直ちにその交換ができること。

オ数量の確認が必要な場合は，その確認ができること。

(3)信用状況

ア学校給食の趣旨を理解し，学校給食衛生管理基準（平成２１年文部科学省告示第６４

号）に基づき，学校給食の運営に積極的に協力するものであること。

イ役員に取手市暴力団排除条例（平成２４年条例第２号）第２条第２号に規定する暴力

団員又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有する者がいないこと。

ウ事業経歴が適正であり，かつ，経営状態が良好であること。

エ法その他食品に関する法令の規定が遵守されていること。

オ引き続き２年以上その営業に従事していること。

カ市町村民税，法人税その他市町村税に係る納税義務が履行されていること。

２ 前項の規定にかかわらず，地産地消の推進の観点から教育長が特に適当と認める場合に

あっては，同項に規定する登録の基準によることなく，市内において青果物類その他食材

料を生産する団体を申請の対象とすることができる。

（登録の申請）

第３条 納入業者の登録を希望する者（以下「登録希望業者」という。）は，取手市学校給食

用物資納入業者登録申請書（様式第１号。以下「申請書」という。）に次に掲げる書類を添

付し，教育長に申請しなければならない。

(1)誓約書（様式第２号）

(2)登録希望業者が属する市町村の市町村税（法人にあっては，法人税）を滞納していない

ことを証する書類

(3)その他教育委員会が必要と認める書類

２ 前項の規定にかかわらず，地産地消の推進の観点から教育長が特に適当と認める場合に

あっては，同項に規定する書類の全部又は一部の添付を省略することができる。

３ 登録希望業者が法による許可を受けている場合にあっては，申請書に次に掲げる書類を

添付し，教育長に提出しなければならない。

(1)食品衛生監視票

(2)食品営業許可証の写し

(3)申請書の提出日から３か月以内に実施された従業員の赤痢，サルモネラ菌及びO―１５

７の検便検査の検査結果の写し
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４ 登録希望業者が法による届出をする場合にあっては，申請書に次に掲げる書類を添付し，

教育長に提出しなければならない。

(1)営業届出書の写し

(2)その他教育委員会が必要と認める書類

５ 申請の期間は，１２月から翌年の１月までとする。ただし，教育長が特に適当と認める

場合にあっては，この限りでない。

６ 教育長は，第１項の規定による申請を受けたときは，提出された書類に不備がないこと

を確認の上，次条に規定する審査委員会に付議するものとする。

（審査委員会）

第４条 納入業者の登録に関し審査するため，取手市学校給食用物資納入業者審査委員会（以

下「審査委員会」という。）を設置する。

２ 審査委員会は，前条第６項の規定による付議に基づき，納入業者として適正か審査し，

教育長に当該審査の結果を報告するものとする。

３ 審査委員会は，次に掲げる者をもって組織する。

(1)小学校長の代表 １人

(2)中学校長の代表 １人

(3)小学校栄養教諭又は栄養職員 １人

(4)中学校栄養教諭又は栄養職員 １人

(5)学校給食主管課長

(6)学校給食センター長

４ 審査委員会の庶務は，教育委員会において処理する。

（登録の決定）

第５条 教育長は，前条第２項の規定による報告を踏まえ，納入業者として登録を適当と認

めるときは，登録を決定し，取手市学校給食用物資納入業者登録決定通知書（様式第３号）

により登録希望業者に通知するものとする。

２ 教育長は，前項の規定による登録の決定を行う場合において，必要と認めるときは，当

該決定に条件を付することができる。

３ 教育長は，前条第２項の規定による報告を踏まえ，納入業者として登録することを不適

当と認めるときは，理由を付してその旨を登録希望業者に通知するものとする。

（有効期間）
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第６条 前条第１項の規定による登録の有効期間（以下「登録有効期間」という。）は，申請

のあった日の属する年度の翌年度の４月１日から起算して１年間とする。

２ 前項の規定にかかわらず，第３条第５項ただし書の規定により中途において申請した納

入業者の登録有効期間は，同項本文の規定により通常の期間に申請した納入業者と同一の

期間に限るものとする。

（納入業者の責務）

第７条 納入業者は，学校給食の趣旨を理解し，良質，廉価及び適切な規格の物資を誠実に

納入しなければならない。

２ 納入業者が法による許可を受けている場合又は法による届出を行っている場合にあって

は，登録有効期間内の５月，９月及び１月に，赤痢，サルモネラ菌及びO―１５７の検便検

査の検査結果の写しを教育長に提出しなければならない。

３ 前項に規定する検査結果の写しは，前回の提出日以後に実施された検便検査の検査結果

のものでなければならない。

（登録内容の変更等）

第８条 納入業者は，登録内容に変更が生じたとき，又は営業を休止し，若しくは廃止した

ときは，取手市学校給食用物資納入業者登録変更届出書（様式第４号）を速やかに教育長

に提出しなければならない。

（登録の取消し等）

第９条 教育長は，次の各号のいずれかに該当するときは，第５条第１項の規定による登録

を取り消し，又はその効力を一時的に停止することができる。

(1)納入業者が登録有効期間内において第２条に規定する登録の基準を満たさなくなった

とき。

(2)第７条の規定に違反したとき。

(3)その他登録を継続することが不適当と認められるとき。

（その他）

第１０条 この要綱に定めるもののほか，審査委員会の運営に関する事項その他必要な事項

は，別に定める。

付 則

（施行期日）

１ この要綱は，平成２８年１月２７日から施行する。

（平成２８年度における申請期間の特例）
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２ 第３条第４項の規定にかかわらず，平成２８年度における学校給食用物資納入業者の登

録に係る申請の期間については，同項中「１２月から翌年の１月まで」とあるのは，「教育

長が別に定める期間」とする。

付 則（令和４年教委告示第３号）

この要綱は，令和４年４月１日から施行する。

付 則（令和４年教委告示第１４号）

この要綱は，令和４年８月２３日から施行する。
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